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gtfs-parser: GTFS-GOのコアモジュール

⚫GTFSをパースする処理は当初、GTFS-GO内で実装していました

⚫GTFS-GOの外でも同様にパース・集計処理をしたかったので、2023年

に、独立したライブラリとして切り出しました（PyPIでリリース済み）。

○ これがgtfs-parserです

gtfs-parser

GTFS-GO
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gtfs-parser: 使い方

PyPIからインストール可能
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gtfs-parser: 使い方

コマンドラインでGTFS

データをGeoJSONに変

換可能
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gtfs-parser: 使い方

Python-APIも提供されています

つまり任意のアプリケーションに組み込むことができます！
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gtfs-parserの技術的背景



©Project PLATEAU / MLIT Japan

gtfs-parserの技術的背景①CSVのパース

テーブルごとのDataFrame

入力はGTFSのファイル群が格納されたZIP

stops
stop_times
routes
trips…
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gtfs-parserの技術的背景①CSVのパース

停留所データ(stops.geojson)

routes

stops

経路データ(routes.geojson)

stop_times

trips

routes

stops

DataFrame

merge, 
merge, 
merge…
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gtfs-parserの技術的背景①CSVのパース

⚫各テーブルの役割・テーブル間の関係の把握がたいへん

○ IDをキーに複数のテーブルをJOINすれば良いのはわかるが、どの

テーブルを持ってくるべきなのかが初めはわからなかった

⚫GTFSでは多くの値がオプショナルである

○ 列どころかオプショナルなテーブルすらあり、規格としては緩め

■ たとえば路線ごとのルートの位置情報を表すshapes.txtはオプ

ショナル。

○ データの存在有無に応じた分岐が必要。
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gtfs-parserの技術的背景②頻度集計

⚫GTFSでは、たとえば道路を挟んで明らかにペアで存在するような停留所も、別々に定義します。

⚫運行頻度を集計する際、こういった「類似」する停留所をグルーピングできるとうれしい。
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gtfs-parserの技術的背景②頻度集計

「類似」する停留所の定義

⚫同一の親停留所をもつ停留所群

○ GTFSの停留所は、仕様上「親停留所(parent_station)」を持つことが出来ます。

○ この場合は親停留所の位置に集約します。

⚫ stop_idに同一の接頭辞をもつ停留所群

○ stopにhoge_1/hoge_2, fuga-A/fuga-BのようなIDを与えることが多いため。

○ この場合は、群の地理的重心に集約します。

⚫ stop_nameが一致していてかつ地理的に近傍にある停留所群

○ たとえば道路を挟んで同じ名称となっている停留所が多いため。

○ この場合は、群の地理的重心に集約します。
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gtfs-parserの技術的背景②頻度集計

stop_nameが一致していてかつ地理的に近傍にある停留所群

一定距離内の同名停留所をグルーピング 重心に集約する
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03
WebでうごくGTFS-GO
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Webで動くGTFS-GO：やりたいこと

1: リクエスト（ZIPのURL） ４: レスポンス（GeoJSON）

２: ZIPダウンロード
3: GTFSをパース
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Webで動くGTFS-GO：やりたいこと

1: リクエスト（ZIPのURL） ４: レスポンス（GeoJSON）

２: ZIPダウンロード
3: GTFSをパース

ここが遅いと話にならない！
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Webで動くGTFS-GO：gtfs-parserのパフォーマンスの向上

GTFS-GOがv4でパフォーマンスが向上したと紹介しましたが、これは

コアモジュールであるgtfs-parserの性能が向上したということでした（x500)
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Webで動くGTFS-GO

gtfs-parserがかなり速くなったので

リクエスト時にGTFSをパースしてGeoJSONを返すような

サーバーの実装が現実的になりました
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Webで動くGTFS-GO: デモ
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Webで動くGTFS-GO: デモの構成

1: リクエスト（ZIPのURL） ４: レスポンス（GeoJSON）

２: ZIPダウンロード
3: GTFSをパース
+ちょっとしたキャッシュ機構

GTFSデータリポジトリ

MapLibre GL JSで描画・デザイン

AWS
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Webで動くGTFS-GO

何らかの形での公開を予定しています

comming soon…
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